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の機能を解析する為に，申請者らはまず ARIA欠損マウスより PMsを採取し，Western blot法に
て PI3K/Akt シグナルが有意に亢進していることを発見した．マクロファージの泡沫化はアシル




とを見出した．また，マクロファージに変性 LDLを負荷したところ，ARIA 欠損 PMsでは泡沫化
が顕著に減弱しており，またその減少は PI3K 阻害剤によりキャンセルされた．以上の結果から，
ARIA はマクロファージにおいて PI3K/Akt シグナルを阻害し，ACAT-1 蛋白の分解を抑制する結
果，マクロファージ泡沫化を促進する可能性が強く示唆された． 
 次に申請者らは ARIA/ApoE 二重欠損(DKO)マウスを作製し，対照群である ApoE 欠損マウスと






かを検討する為に骨髄移植モデルを作製した．その結果，DKO マウスの骨髄を移植した ApoE 欠
損マウス（骨髄細胞のみ ARIA 欠損）では DKOマウスと同様に粥状動脈硬化の形成が有意に抑制
された一方，ApoE欠損マウスの骨髄を移植した DKOマウス（骨髄細胞以外の細胞で ARIA欠損）
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